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新
古
今
歌
人
に
よ
る『
白
氏
文
集
』受
容 

―
『
文
集
百
首
』か
ら
―

札
幌
大
学
文
化
学
部
助
教
授
　
田
中
幹
子

　
本
発
表
は
、
鎌
倉
初
期
の
新
古
今
歌
人
で
あ
る
慈
円
と
定
家
に

よ
っ
て
詠
ま
れ
た
『
文
集
百
首
』
に
見
ら
れ
る
『
白
氏
文
集
』
の
受

容
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　『
文
集
百
首
』
の
『
白
氏
文
集
』
の
受
容
の
状
況
は
、
平
安
時
代

の
受
容
と
は
大
き
く
違
う
。
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
閑
適
詩
・
感
傷
詩
か
ら
多
く
の
題
を
選
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
は
隠
遁
生
活
へ
の
強
い
憧
れ
を
持
ち
な
が
ら
も
、
最
後
ま
で

官
僚
と
し
て
生
き
て
い
っ
た
白
居
易
の
人
生
に
慈
円
が
親
近
感
を

持
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
九
条
家
の
柱
と
し
て
の
重
責
を
つ

ね
に
感
じ
な
が
ら
、
遁
世
に
憧
れ
る
彼
の
気
持
ち
で
も
あ
っ
た
。
し

か
も
、
そ
れ
以
前
の
文
学
は
『
白
氏
文
集
』
に
学
び
、
吸
収
す
る
と

い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
慈
円
の
そ
れ
は
漢
詩
に
和
す
る
と

い
う
い
わ
ば
互
角
の
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
作
ら
れ
た
和
歌

は
、
漢
詩
句
題
を
ど
こ
ま
で
も
契
機
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
自
己
の

感
情
の
発
露
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
対
し
、
専
門
歌
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
定
家
は
、
漢
詩
句
題
を

結
題
の
手
法
で
読
み
、
己
れ
の
感
情
を
だ
さ
ず
、
物
語
的
色
彩
を
込

め
た
芸
術
作
品
と
し
て
作
り
上
げ
た
。

A
rthur W

aley

の
白
居
易 

「
訳
」に
つ
い
て

札
幌
大
学
文
化
学
部
教
授
　
張 

偉
雄

　
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
（A

rth
u
r 

D
a
vid

 
W

a
ley

）

（
１
８
８
９
年
8
月
19
日
～
１
９
６
６
年
6
月
27
日
）
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
東
洋
学
者
で
あ
る
。
１
９
１
０
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
卒

業
し
、
そ
の
後
の
１
９
１
３
年
よ
り
大
英
博
物
館
に
勤
務
す
る
。
当

時
、
日
本
語
の
辞
書
を
含
む
資
料
等
が
入
手
困
難
な
時
代
に
日
本
語

と
中
国
語
を
独
学
で
習
得
し
数
々
の
翻
訳
を
行
な
っ
た
。
彼
の
翻
訳

は
今
で
も
英
語
圏
で
広
く
読
ま
れ
て
お
り
、
日
本
語
古
典
お
よ
び
中

国
語
古
典
研
究
の
先
駆
者
と
さ
れ
て
い
る
。
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